
 
 

 

生徒の皆さんへ どんな一学期でしたか？  
約 70 日間の一学期が終わります。新型コロナ・ウイルスにより、学校はもとより社会全体の様々な活動が制限をされた 3 年間が

終わり、5月 8日に感染法上の位置づけが 5類になったこともあり、徐々に本来の日常が戻ってきた 1学期となりましたが、皆さんに

とってはどんな 70日間だったでしょうか？ 

三年生の修学旅行や一年生の林間学校、そし

て、この夏休みに行われる二年生の職場体験・・・・

いずれも 4 年ぶりに本来の形での実施となり、本当

に良かったと思っています。 

この「西中だより」でも、お伝えしてきましたが（右の

表参照）、生徒の皆さんは、さまざまなことに取り組ん

できました。 

私自身は、生徒の皆さんの姿を誇らしく思ったり、

頑張っているなと感心したりすることが多く、その姿に

励まされることの多かった一学期でした。 

一年生は、中学校という新しい生活のスタートで、

期待と不安の入り交じった気持ちであったと思います

が、三ヶ月半経った今の気持ちはどうでしょうか？ 

始業式で、二年生には、昨年度の一年間の経

験を生かし大きな目標を持って失敗を恐れずチャレ

ンジしてほしい、三年生には、「あの時こうしておけばよかった」という苦い後悔をしないように全力で取り組むこと、高校受験に向けて

地道に学習を積み重ねるようにと、話しましたが、どうだったでしょうか？ 

何もかもバッチリできたという人は、そう多くはないかもしれません。すでに皆さんは、三者懇談や学級での話し合いなどで、一学期

の振り返りを行っていると思います。 

「反省」「振り返り」というと、うまくいかなかったところに目を向けがちですが、この一学期の間に、以前はできなかったけれどできるよ

うになったことや、結果はともかく自分なりに意識して取り組んだこと（取り組もうとしたこと）が必ずあるはずです。そこにぜひ、目を向け

てください。そのうえで、自分の頑張れたところには自信を持ち、足りなかったところを二学期以降の学習・生活に生かす姿勢を持って

ください。 

 

保護者の皆様へ 学校の活動へのご理解・ご協力ありがとうございます 
コロナ禍でできなかった様々か活動が本来の形で行われるようになった、この一学期は、私たち教職員一同にとっては、コロナ・ウ

イルスによる制約から少しずつ自由になり、生徒の明るい笑顔が今まで以上に見られるようになったことへの喜びとともに、懸命に学

習や諸活動を行おうとする生徒の姿に、励まされ、力をもらった一学期でもありました。 

とは言え、コロナ・ウイルスはなくなったわけではなく、保護者の方々には、「学校生活で制限を緩めて大丈夫なのだろうか」という

不安もあったでしょうし、また、現在も、各ご家庭では、基本的な感染症対策へのご協力をいただいていることと思います。 

コロナへの対応も含め、各ご家庭におきましては、本校の教育活動に、温かいご理解とご力をいただき、一学期を終えられることに、

あらためて感謝しています。本当にありがとうございます。 
 

 

夏休みも ご協力をお願いします 
さて、明日より、夏休みが始まります。夏休みは、生徒たちは家庭で過ごすことになりますが、

学期中同様、相談や心配事がある場合は、遠慮なく、学校にご連絡ください。 

各ご家庭には、特に、以下の 2点について、ご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

① コロナは 5類移行し、感染者の全数調査もなくなったため、実際の感染の広がり具合がつ

かみにくい状況ですが、引き続き、基本的な感染症対策をとっていただければと思います。 

②  教員の働き方改革の取組として、市立小中学校一斉に 8 月１０日（木）から 8 月１６日

（水）の間、学校閉庁日となります。この期間だけは、学校日直をおきませんので、電話いた

だいてもつながりませんので、ご承知おきください。 
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